
作業管理ソリューションの
有効活用 
適切なツール、手法、実践により 
組織の作業効率を向上



Adobe Workfrontの開発チームは、作業そのものが「Tier1」
の資産であると考えています。つまり、企業が提供する製品 
やサービスと同様に、企業で働く人々が行う作業やその実施
方法も重要だと考えています。

この考え方は、組織がテクノロジーや手法を活用してワーク
フローを整理し、生産性を向上させ、リソースや作業時間の
管理に関する課題を解決する「作業管理」という概念に反映
されています。緻密に計画された作業管理システムにより、 
企業は効率的かつ収益性の高い運営が可能となります。 

規模を問わず、あらゆる企業はプロジェクト管理の重要性
を認識していますが、作業管理という概念は比較的新しい
ものです。プロジェクト管理の対象は、通常、 特定のプロ
ジェクトやキャンペーンに限定されますが、 作業管理は、 
組織内のあらゆるレベルの複数のチームや部門をまたいだ
作業を整理し、調整することを目的としています。さらに、 
ビジネスインテリジェンスが加わることで、企業は、ワーク 
フローの管理や自動化も行うことができます。 
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Connie Sprinkle氏
City National Bank 
シニアバイスプレジデント 
マーケティングリスク兼オペレーション責任者

Lori Meyers氏
John Snow, Inc. 
デジタルアセットマネージャー

Richard Whitehead
Adobe Workfront 
プロダクトマーケティングリーダー

そこでアドビでは、3人の作業管理の専門家に、それぞれの
組織でどのように作業を管理しているのかについて、詳しい
話を伺いました。 
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作業管理が重要な理由 
企業が作業管理に重点を置く場合、主なメリットとして、組織内のあら
ゆる作業、それらの関連性、作業を担当している人々を包括的に把握で
きることが挙げられます。これにより、作業の優先順位付け、進捗の追
跡と報告、戦略と成果の関連付け、重複作業や無駄な時間の排除が可
能になり、望ましい結果をより迅速に達成できるようになります。 

「当社では、約4年前に作業管理の取り組みを始めました。理由はいくつ 
かありました。当時、取り組んでいる作業の進捗を追跡し、報告する必
要がありましたができていませんでした。作業の優先順位付けも必要で
したが、それもできていませんでした。作業を効率的に進め、戦略的に行
動して、リスクを軽減する必要もありました。必要なシステムが整ってい
ないとリスクが非常に高まり、作業のスピードも遅くなります。また、経
営陣の重要な質問に答えられず、それは決して楽しい状況ではありませ
ん」とSprinkle氏は述べています。
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Meyers氏も同様の経験をしています。「以前の会社に入社したとき、何も
整備されておらず、混乱した状態でした。しかし、作業管理プロセスを導
入した結果、プロジェクトの進捗状況や内容を把握するために、多くの人
に確認する必要がなくなりました。社内チームだけでなく外部チームの
状況も把握できるようになり、より迅速かつ正確に作業が進められるよ
うになりました。また、経営陣から正確な状況報告を求められた場合にも、
それに応えることができました。優れた作業管理ツールがあれば、より優
れた成果物を、より迅速に、より正確に仕上げることができます」

ワークフローの混乱を解消する方
法について詳しくは、アドビのガ
イド「The Marketer’s Guide to 
Moving with Agility（マーケター
向けアジャイル移行ガイド）」をご
覧ください。
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優れた作業管理ツールがあれば、 
より優れた成果物を、より迅速に、 
より正確に仕上げることができます。

Lori Meyers氏
John Snow, Inc.
デジタルアセットマネージャー
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作業内容は変化しつつあり、組織は生き残るために
進化しなければなりません。
かつてないほど分散したチームやリモートワーカーが増えている中、 
適切な作業管理ツールやシステムは、場所を問わず、作業を連携し、 
追跡して、コラボレーションを促進するための重要な要素となります。 
こうしたツールやシステムが整っていれば、企業はより優れた意思決定
を最初から行うことができ、顧客に優れた体験を提供し、顧客離れを防
ぐことができます。 

「プロジェクトを終えてから、『もうそれは必要ない』とか『他の誰かがそ
れに取り組んでいる』などと言われるほど嫌なことはありません。そのよ
うな状況は非常にフラストレーションが溜まります」と、Meyers氏は述
べています。

また、経営陣や外部パートナーに報告する場合でも、作業管理システム
がなければ明確な情報を共有することはできません。 
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今日では、すべてがデジタル化されてい
るため、すべてを作業管理ツールで追跡
する必要があります。当社では、Adobe 
Workfrontにすべてを集約し、共同作業を
行い、意思決定をして、優れたコラボレー
ションを実現しています。正直なところ、
Adobe Workfrontがなければ、何も達成
できなかったと思います。

Connie Sprinkle氏
City National Bank 
シニアバイスプレジデント 
マーケティングリスク兼オペレーション責任者

「パンデミックが始まった際に作業管理システムを導入していなければ、 
これまで行ってきたようなコラボレーションは実現できなかったでし 
ょう。本当に何もできなかったはずです。今日では、すべてがデジタル化 
されているため、すべてを作業管理ツールで追跡する必要があります。 
当社では、Adobe Workfrontにすべてを集約し、共同作業を行い、 
意思決定をして、優れたコラボレーションを実現しています。正直なと 
ころ、Adobe Workfrontがなければ、何も達成できなかったと思います」
とSprinkle氏は述べています。
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これからはパーソナライゼーションの時代
パーソナライズされた体験に対するニーズが急増し、多くのプロジェクト
やワークフローが驚くほど複雑になっています。作業管理は、組織がす
べてを整理するだけでなく、複雑なプロセスを合理化し、迅速かつ効果
的に作業できるようにします。さらに、作業管理システムを企業の基幹シ
ステムと統合することで、作業をあらゆる段階で必要な部署に送れるよ
うになります。 

「パーソナライゼーションの観点では、例えば顧客と見込み顧客を区別す
るなど、webサイトを訪問している人に基づいて顧客体験をパーソナライ
ズするためには、システムを適切に接続する必要があります。必要な種
類の画像やコピーにアクセスできなければ、適切な体験を提供すること
はできません。これは私たちにとっては新たな取り組みです。パーソナラ
イゼーションに関しては、まだ入り口に立ったばかりです。例えば、キャン
ペーンで生成されたアセットをデジタルアセット管理システム(DAM)に
に保存し、タグ付けして整理し、Adobe Experience Managerでwebサ
イトを管理しています。DAMからAdobe Experience Manager、Adobe 
Workfrontまで、すべてが連携しているため、必要なアセットをトリガー
に基づいて取り込み、様々な体験を提供できます」とSprinkle氏は述べ
ています。
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さらに同氏は、「すべての業務において顧客を中心に考えています。顧客
には、あらゆる顧客接点において素晴らしい体験をしていただきたいと
考えています。そのためには、あらゆる顧客接点を統合することが最善の
方法です。つまり、様々なチャネルで矛盾したメッセージを送ったり、混乱
を招くようなメッセージを送ったりしないようにすることが、当社にとって
非常に重要なことです」と述べています。

また、Whiteheadは、「すばやく方向転換し、すばやく変化する能力が求
められています。今は瞬時に反応することが求められる時代です。その
瞬間に対応できる必要があり、電子メール、スプレッドシート、手作業で
は効果的にそれを行うことはできません。優れた作業管理システムが必
要です」と述べています。
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より優れた作業環境の構築
効果的な作業管理プロセスは、従業員の日々の作業を企業の目標に 
結びつけ、大小を問わずその目標を企業全体で可視化します。これに 
より、全従業員が作業の優先順位付けを戦略的に行い、進捗状況を追
跡し、成果を測定できるようにします。これにより、より一貫性のある、
より効率的な、より満足度の高い組織を構築できます。なぜなら、従業
員が自身の作業が組織の目標とどのように関連しているかを明確に理
解できれば、満足度が高まるからです。 

「人々は、自身の役割を理解し、自身の業務が重要であることを認識し、 
それを誇りに思えるときに最高の仕事をするものです。そして、作業 
を管理する何らかの手段がなければ、それは不可能です」とWhitehead
は述べています。 

適切なツールが鍵となる一方で、作業管理で重要なのはツールだけでは
ありません。戦略、プロセス、調整も重要です。 

「ツールだけでは課題を解決することはできません」とWhiteheadは補足
しています。「ランニングマシンがあるだけでは、体型を整えることはで
きません」とSprinkle氏も同意しています。
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今は瞬時に反応することが求められる
時代です。その瞬間に対応できる必要が
あり、電子メール、スプレッドシート、手
作業では効果的にそれを行うことはで
きません。優れた作業管理システムが必
要です。

Richard Whitehead
プロダクトマーケティングリーダー
Adobe Workfront

さらに、Sprinkle氏は、「実際、当社では、キャパシティプランニングにお
いて、今後のすべての作業に関して2四半期先まで計画するプロセスを導
入しました。このプロセスには、私が管理する組織だけでなく、当社のあ
らゆる事業部門が参加しなければならなかったため、非常に規模の大
きい変更管理の取り組みとなりました。それは非常に大きな変化でした。
四半期ごとの計画では、キャパシティを80～90%にすることを計画し 
ています。そして、突発的な事態に対応するための会議を毎週開催してい
ます。現実の世界では、予期せぬことが発生することがあります。新しい
要望があれば、それを提案してもらい、既存の計画と照らし合わせて意
思決定を行います。このシステムとプロセスが、私たちの計画と優先順
位付けの方法を完全に変えました」
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作業管理システムを導入する準備ができたら、アドビが戦略
的に取り組むお手伝いをします
効果的な作業管理戦略を構築し、適切なテクノロジーを選択するこ 
とは、困難な作業のように思えるかもしれません。しかし、アドビが話を
聞いた専門家たちは、その努力は十分に価値があるものだと述べてい 
ます。作業管理の導入を検討している企業へのSprinkle氏のアドバイ 
スは、まず合意を得ること、そして事前に十分な準備をしておくことです。

「同意を得る必要があります。経営陣が全面的に賛同する必要があります。
全員が、これが今後の仕事のやり方であることに同意する必要があり 
ます。また、ツールを導入する前に、事前準備をしっかり行わなければな
りません。私たちは、ほぼ1年かけてプロセスを再構築しました。20のプ
ロセスを1つにまとめました」とSprinkle氏は述べています。 

Meyers氏は、同意形成が重要であることに同意し、「確かに反対する 
人もいましたが、経営陣のサポートがあったことで本当に助かりました。
それがなければ、全員がシステムを使い始めることはなかったでしょう」
と述べています。 

「2つ目のアドバイスは、解決しようとしている課題が何なのかを明確にする
ことです。最終的にどのような成果を望んでいるのかを把握しておくことが
大切です。それが分からなければ、管理システムや管理ツールを導入する
のは難しいでしょう。当社では、何のために解決しようとしているのかを把
握するために、社内調査を行う必要がありました」とMeyers氏は続けて
述べています。 

�さらに、Whiteheadは、「確かに成長曲線は存在します。作業管理の場
合、最初は楽観的で創造性が発揮されますが、実際に作業を始めると
幻滅の時期を迎えます。困難に直面することもあります。しかし、期待す
る成果を達成するためには、粘り強く取り組む必要があります。それ自体
がプロセスであり、全員が協力して、困難を乗り越えてこそ、より良い状
態にたどり着くという意識を持つ必要があります」と加えています。
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さらに詳しく

適切な作業管理テクノロジーとプロセスは、効果的でイン
パクトをもたらす作業の基盤です。Adobe Workfrontを活
用し、今日から作業管理に取り組みましょう。

https://business.adobe.com/jp/products/workfront/main.html




Making work 
management work well. 
Help your organization run more efficiently 
with the right tools, techniques, and practices. 







The people behind Adobe Workfront believe that work 
itself is a “tier 1” asset—meaning that the work a company’s 
people do and the way they get it done are just as 
important as the product or service the company provides.


This notion informs their approach to “work management,” a 
term that encompasses how an organization uses technology 
and techniques to organize workflows, improve productivity, 
and eliminate issues related to resources and time 
management. With a well-planned and well-implemented 
work management system, an organization can function 
more efficiently—and, by extension, more profitably. 


Organizations of every size have long understood 
the practice of project management, but the idea of 
work management is somewhat new. While project 
management is typically limited to one project or 
campaign, work management is about organizing and 
orchestrating work across multiple teams and departments 
at every level in an organization. The addition of business 
intelligence helps organizations manage and even 
automate workflows. 
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Connie Sprinkle
Senior Vice President,  


Head of Marketing Risk and Operations,  


City National Bank


Lori Meyers
Digital Asset Manager,  


John Snow, Inc.


Richard Whitehead
Product Marketing Leader,  


Adobe Workfront


We recently sat down with three work management 
professionals to learn more about how they manage 
work in their organizations. 
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Why is work management important? 
When businesses focus on work management, a primary benefit 
is that they gain a complete view of all the work being done in the 
organization, how it all connects, and who is doing it. This can help 
them prioritize the most important work, track and report on work, 
connect the dots between strategy and outcomes, and get rid of 
redundancies and wasted time so they can achieve their desired 
results faster. 


“We started our work management journey about four years ago,” 
says Sprinkle, “and we started it for several reasons. We needed to 
report on and track what we were working on, and at that time we 
couldn't do that. We needed to prioritize our work, and we couldn’t 
do that. We needed to be efficient about how we got work out 
the door, and we needed to be strategic and make sure we were 
covering risk. If you don’t have the system that you need in place, 
you’re really adding to your risk. You’re slowing down how you 
get the work out the door. And you can’t answer your executives’ 
important questions, which is not a fun place to be.”
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Meyers had a similar experience. “When I started at my previous 
company, they didn’t have anything set up, and it was a chaotic mess. 
But once we instituted a work management process, we didn’t have 
to go to numerous people to figure out where projects were and 
what was going on. Not only were we able to know what was going 
on within our internal team as well as external teams, we were also 
able to produce faster and more accurately. And if somebody from 
higher up wanted to know exactly what was going on, we were able 
to tell them. With a good work management tool, you’re able to get 
your final product out better, faster, and more accurately.”


To learn more about how you 
can calm workflow chaos, read 
the Adobe guide The Marketer’s 
Guide to Moving with Agility.
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With a good work management tool, 
you’re able to get your final product out 
better, faster, and more accurately.


Lori Meyers
Digital Asset Manager


John Snow, Inc.



https://business.adobe.com/resources/guides/marketers-guide-moving-agility.html

https://business.adobe.com/resources/guides/marketers-guide-moving-agility.html





The nature of work has changed—and organizations 
must evolve to survive.
With more distributed teams and remote workers than ever, the 
right work management tools and systems are a crucial component 
of keeping work connected, tracked, and collaborative—no 
matter where it’s happening. This allows companies to make 
better decisions from the beginning, avoid churn, and deliver great 
experiences to their customers. 


“There’s nothing worse than finishing a project and hearing, ‘Oh, I 
don't need that anymore’ or ‘Oh, somebody else is working on that,’” 
says Meyers. “Situations like those are so frustrating.”


And whether you’re reporting up the executive chain or out to 
external partners, without work management you’re less able to 
share clear information. 
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Today, everything is digital, so you 
need to be able to track it all in a work 
management tool. For us, it’s all in one 
place where we can work on it together 
and make decisions together. We can 
collaborate within our system, within 
Workfront. And I honestly don’t think we 
would have been able to get anything 
done without it.


Connie Sprinkle
Senior Vice President,  


Head of Marketing Risk and Operations 


City National Bank


“Without the work management system we put in place right 
at the beginning of the pandemic, we would not have had the 
collaboration that we’ve had,” says Sprinkle. “We would not have 
been able to really get anything done… Today, everything is digital, 
so you need to be able to track it all in a work management tool. For 
us, it’s all in one place where we can work on it together and make 
decisions together. We can collaborate within our system, within 
Workfront. And I honestly don’t think we would have been able to 
get anything done without it.”
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The future will be personalized.
An exponentially increasing need for personalized experiences 
has made many projects and workflows staggeringly complex. 
Work management not only helps organizations keep everything 
organized, it also streamlines complex processes, which allows 
teams to work quickly and effectively. With technologies that then 
integrate work into an organization’s core systems, work is pushed 
where it needs to go at every step. 


“From a personalization standpoint, you have to connect the pipes 
correctly to be able to personalize an experience based on who’s 
visiting your website—differentiating between a client and a 
prospect, for instance,” says Sprinkle. “You have to be able to access 
certain types of imagery or copy to be able to give them the right 
experience. And this is somewhat new to us. We’re kind of just 
scratching the surface on personalization. For instance, take the 
assets that we generate in a campaign. Those get put in the digital 
asset management system—a DAM—they get tagged, and they 
get organized. And then Adobe Experience Manager runs all our 
websites, so everything’s connected, from the DAM to Experience 
Manager to Workfront. And then we can pull and push the different 
pieces we need based on various triggers and provide those 
different experiences.”
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She continues, “We put the client at the center of everything we do. 
We want them to have a good experience with all the touchpoints 
that they have with our company. And what better way to do that 
than to make sure all the touchpoints are integrated—that they’re 
not getting a different message in one channel than they’re getting 
in another, that we’re not sending confusing or conflicting messages. 
That’s a huge thing for us.”


“There’s also an increasing need for an ability to quickly pivot, quickly 
change,” says Whitehead. “We’re in a moment-based world now. 
You have to be able to react in the moment, and you can’t do that 
effectively through email and spreadsheets and sneakernet. You 
need a good work management system.”
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Creating a better work experience.
An effective work management process connects everyone’s day-
to-day work to a business’s goals and makes those goals—both the 
big ones and the small ones—visible to the entire organization so 
everyone can strategically prioritize their work, track progress, and 
measure results. This leads to better alignment, more efficiency, and 
happier teams because when people clearly see how their work 
aligns with an organization’s goals, they are more satisfied. 


“People do their best work when they know their role, when 
they know their work matters, and they can be proud of it,” says 
Whitehead. “And you can't do that unless you have something to 
help manage the work.” 


And while the right tools are key, work management is not only 
about tools—it’s also about strategy, processes, and alignment. 


“A tool doesn't solve the problem by itself, right?” continues Whitehead. 
“Last I checked, just having a treadmill doesn’t help me get in shape.”
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We’re in a moment-based world 
now. You have to be able to react 
in the moment, and you can’t do 
that effectively through email and 
spreadsheets and sneakernet. You need 
a good work management system.


Richard Whitehead
Product Marketing Leader


Adobe Workfront


Sprinkle agrees. “In terms of capacity planning, we actually 
implemented a quarterly planning process where we’re two quarters 
ahead on all of the work that we’re going to do. And it was a huge 
change management effort—not just within our own organization—
because all of our lines of business had to get onboard with this. And 
that was very transformative for us. We plan to 80 to 90% capacity 
in that quarterly planning. And then we have a weekly forum for 
unexpected things that come in. We live in the real world, so if people 
have new things that come up, they can present those and then 
we can look at what we already have planned and make decisions. 
Having a whole system and process around how we do that has 
completely transformed the way that we plan and prioritize our work.”
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When you’re ready to implement a work management 
system, Adobe can help you think strategically.
Crafting an effective work management strategy—and choosing 
the right technology—can seem like a daunting task. But the 
experts we’ve talked to have found it to be more than worth the 
effort. Sprinkle’s advice for companies getting started on their work 
management journey is to make sure that there is consensus—and 
that you’ve done your homework.


“You have to have buy-in,” she says. “Your executives need to be all in. 
Everybody needs to agree that this is the way it’s going to work. And 
you have to do your homework before you do anything with the tool. 
We did almost an entire year of re-engineering our process—or rather, 
taking our 20 processes and reengineering them down to one.” 


Meyers agrees that buy-in is key. “We had some people who were 
definitely pushing back, so it really helped that we had upper 
management support. Without that, I don't think that everybody 
would have started to use the system.” 


“My second piece of advice would be to know what you’re trying to 
solve for,” she continues. “Know what your desired end result is, because 
without knowing that, it can be really hard to jump into a management 
system or management tool. We definitely had to do some internal 
research to figure out what it was we were trying to solve for.” 


Whitehead adds, “There's definitely a curve, and in the case of work 
management, you start out almost euphorically creative—and then 
you start doing it, and you go through this period of disillusionment. 
It can get difficult. But you have to stick with it in order to get those 
outcomes that you’re looking for. It’s a process in and of itself, and 
it requires everyone to get behind it and say, ‘We're going to get 
through it. And then we're going to be in a better place.’”
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